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2.4.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
大塚昌太 
 
地磁気・加速度センサを用いた工場でのピッキング作業のモニタリングシステムの開発 
工業製品の品質確保には様々な要因があるが，なかでも組立工程が極めて重要である．部品の
仕分け作業(ピッキング作業)でのミスは品質だけでなく生産性にも影響がある． 
本稿では，地磁気・加速度センサを利用し，ピッキング作業における作業者の動きをトレース
し，抽出した特徴の Local Outlier Factor (LOF)を計算することで作業が正しく行われたかど
うかを判別する手法を述べる．  
菊池紀善 地磁気・加速度センサを利用したジェスチャによる文字入力システム 
マルチモーダルの研究が活発に行われている．ジェスチャを利用したマルチモーダルの研究の
一つとして加速度センサを利用したものがあるが，コマンド入力が中心であり，文字入力はサ
ポートしていない．空間を利用した文字入力システムである空気ペンは，大型の装置が必要で
あり，幅広く利用するのは難しい．本研究では，地磁気・加速度センサを用いたジェスチャ文
字入力システムに関して，その可能性について調査した結果を述べる． 
安倍のぞみ フレグランスのにおいの表現と購入支援システムの開発 
近年，嗅覚を用いたデータベース検索に関する研究が活発化している．しかし，においサンプ
ルの対象をフレグランスに特化し，ユーザのニーズに応じて柔軟に検索できるものはない．幅
広いフレグランスのにおいをニーズに応じて名詞と感性語を組み合わせて検索できれば有用で
ある．そこで本研究では，フレグランスのにおいを名詞と感性語を用いてにおいを表現し，そ
れに基づく購入支援システムの開発，評価を行い，その有用性を示す． 
小野寺翔子 コーヒーのにおいの表現と購入支援システムの開発 
近年，五感のいずれかを用いたデータベース検索の中で嗅覚の分野が活発化している．著者ら
の研究グループは，多くのにおいを対象として検索条件を柔軟に指定するインタフェースを提
案し，有用であることを示した．しかしこれまでの研究では，コーヒーのようににおいの微妙
な差異の表現に対しての検討は充分ではない．そこで本研究では，コーヒーのにおいに焦点を
絞り，微妙な差異を用いて検索可能なシステムを提案する． 
刈田秀人 コールセンター連携電子自治体システムの提案 
電子政府システムの利用率は決して高くない。理由としては、システム操作や申請内容が複雑
であることがあげられる。先行研究では Web システムとコールセンターシステムを組み合わせ、
オペレータのサポートにより利用者の記入ミスの減少を実現した。本研究では、マルチアクセ
ス機能を持つ携帯電話からのコールセンター連携電子自治体システムを利用可能とした。主に、
携帯電話からの利用に起因する課題と解決方法について述べる。 
工藤亮祐 レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する｢吉兆度方式｣と｢協調フィルタリング方
式｣の相対評価 
近年，売り上げの向上を目的とする「レコメンデーション」への注目が高まっている．著者ら
の研究グループでは，レコメンデーションに誘導されやすい顧客の抽出方式として，吉兆度方
式を提案している．一方，これまでレコメンド手法では協調フィルタリング方式が代表的であ
る．本論文では吉兆度方式と協調フィルタリング方式を定量的に比較し，その優劣を評価する．
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昆野静香 コールセンター連携電子自治体システムの開発 
先行研究におけるコールセンタ連携電子自治体システムは、コールセンタとの連携にあたり、
申請者とオペレータが Web ページを共有する機構を組み込んだ新たなシステムを開発する必要
があった。本研究では、既に自治体が運営している Web システムに対して、中継サーバを用い
たコールセンタ連携を提案する。その結果、既存の電子政府システムをそのまま利用可能とな
り、開発コストの追加がなくコールセンタとの連携を可能とした。 
佐藤 潤 FeliCa 乗車券による降車バス停情報を用いた観光案内システム 
地方都市の観光はバス等の公共交通期間が主流であるが，観光客にとって路線情報，バス停の
位置などがわかりにくく利用が難しい．バスの本数が少ないと，乗り逃した場合スケジュール
に大きな影響が出る．そこで，FeliCa 乗車券を利用した観光客に動的に変化する観光案内を配
信し利便性向上を図る．このとき，現在位置や時刻に基づき近隣の観光施設のおすすめ候補な
どに加えて，近隣のバス停情報，バスの時刻なども配信する． 
菅原弘光 
 
集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーション 
現在普及しているカーナビの地図は、新道路開通後に測量、地図データ作成・編集を経て、物
理メディアの形でユーザに配布され更新されるため、地図データの更新に時間が掛かる。 
そこで GPS で得られる多数の車両の走行軌跡を集合知として用い新道路開通を検出し、新道路
の位置、形状等を走行軌跡に基づき推定する事により、地図を自動更新しオンラインで配布す
ることで新道路開通にも即時に対応できるシステムを提案する。 
松本謙治 
 
タクシーの実車データマイニングに基づく，待ち/流し位置レコメンデーション 
近年，タクシー業界に対する情報システムの研究が活発化している．既存のシステムでは主に
無線(注文)方式を支援しているが、待ち/流し方式の支援に関する検討は十分とは言えない．そ
こで本研究では，実車記録の分析によって適切な待ち/流しの位置のレコメンデーションを行
い，顧客の効率的な確保，利益の拡充を目指す． 
渡部貴之 P2P を用いた防犯カメラネットワークによる不審者監視システムにおける動体の軌跡推定 
近年，公共施設等への防犯カメラの導入が進んでいる．従来の防犯カメラには，カメラの管理
者が異なる点等の様々な問題が存在する．そこで，P2P を用いて 周囲のカメラと連携し，検出
された動体の情報を送受・追跡する，全自動の防犯システムができれば有用である．本稿では，
本システムのカメラの機能におい て，カメラの設置の容易さと距離推定精度の向上を実現し，
絶対座標による軌跡抽出等を行ったので評価し，結果を報告する． 
菊地 慧 コグニティブ無線システムにおける基地局位置情報提供システム 
次世代移動通信アーキテクチャの一つであるコグニティブ無線クラウドは，ユーザが通信事業
者提供の通信システムだけでなく個人や企業が提供する通信システムを状況に応じて選択可能
である．ハンドオフをスムースに行うためには、複数の通信システムを跨がって無線基地局の
位置関係を把握できることが望ましい．移動端末と各無線基地局間の距離だけから各無線基地
局の相対的位置を推定し，情報提供するシステムについて提案する． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
糸賀優樹 次世代移動通信アーキテクチャにおける制御情報管理 
次世代移動通信アーキテクチャの一つとして提案されているコグニティブ無線クラウド（CWC）
は，ユーザが通信事業者の通信システムだけでなく個人や企業が提供する通信システムの中か
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らその時々の状況に応じて適当な通信システムを選択可能な点が大きな特徴である．CWC では
複数の無線システムに跨って統合的に無線基地局の位置関係を把握する必要があるが，適当な
手法が無いのが実情である．本研究では，移動端末が受信した周辺基地局の識別子と電波強度
だけから各基地局の位置を推定する方法を提案する． 
及川正基 
 
 
地磁気・加速度センサによるスポーツ選手のモーションモニタリングシステムの研究 
本研究では複数の地磁気・加速度センサとビデオカメラとの連動システムを構築し、スキージ
ャンプ競技に適用していく。これにより各回の選手の動作の違いをリアルタイムで数値データ
として表示可能とし、スキージャンプの競技力向上に繋げる。また、フォームの違いを明瞭に
示すデータ処理アルゴリズムを考案するとともに選手やコーチが真に使いやすいシステムを開
発する。 
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